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オーラルセッション ― フルペーパー

日本の漫画業界における海賊版利用者の 
正規サービスへの取り込み

要約
本研究では，日本の漫画業界における海賊行為をビジネス面から防ぐ方法について検討する。データの分析からは，日本の
漫画業界における海賊利用者は，経済状況の悪さ，セキュリティ意識の低さ，海賊行為に対する罪悪感の小ささの3点は海賊
行為の行いやすさとは関連が弱いことが明らかになった。また，日本の海賊版漫画利用者は「購買までは至らないが，少し気
になる未読作品を労力的・時間的負担なく享受できること」「学生も使いやすく，手頃に作品を享受できること」「合法かつ容
易にアクセスできること」を兼ね備えたサービスを求めていることがわかった。その結果，現状の漫画サービスは「学生も使い
やすく，手頃に作品を享受できること」「合法かつ容易にアクセスできること」という需要は満たしていたが，「購買までは至らな
いが，少し気になる未読作品を労力的・時間的負担なく享受できること」という需要は満たしていないことが明らかになった。
分析の結果，海賊版利用者の需要を反映したビジネスモデルは「人気作品も取り扱う総合型漫画サービスによる定額読み放
題型サービス」，もしくは「漫画誌の定期購読と広告収益型サービスの併用」であることを示した。
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I. はじめに

本稿は，日本の漫画業界における海賊行為をビジネス面
から防ぐ方法についての研究である。出版系違法サイト
へのアクセス数が 5 年間で3 倍増えた一方で，音楽業界
では違法アクセス数は1/3に減少した（MUSO, 2022）。
海賊版利用者数や違法サイトへのアクセス数が業界の
収益回復と共に減っていったことから，音楽業界は海賊
版利用者の正規サービスへの取り込みに成功したと言え
る（Vonderau, 2019; Hern, 2021）。それを可能にしたの
が定額制音楽ストリーミングという新しいビジネスモデルであ
る（Halmenschlager & Waelbroeck, 2014）。日本でも
近年ストリーミング型電子漫画サービスの売上が劇的に伸
びており，フリーミアムモデルを取り入れているものも多い。し
かし，売上の伸びが違法サイトへのアクセス数に影響を与え
ている様子はない（ABJ, 2022）。つまり，現状の漫画サー
ビスは売上を伸ばしてはいるものの，海賊版利用者の取り
込みには成功していないことが示唆される。本研究では，日
本の漫画業界における海賊行為をビジネス面から抑止す
る方法について探求する。

II. 先行研究

本章では海賊行為，特にデジタル・パイラシーの需要促
進要因や有効な海賊行為抑止策について文献レビューを
行い，本研究の理論枠組みとリサーチ・クエスチョンを提示
する。

1. デジタル・パイラシーの需要促進要因
多くの消費者は，市場が消費者の需要を満たせていな

いことを理由に海賊行為を正当化している（Dootson & 
Suzor, 2015）。消費者が海賊行為を正当化する要因に関
して，Stryzowski & Scorpecci（2009）は，海賊行為の中
でもデジタル・パイラシーの需要が促進される要因を製品
固有要因，個人固有要因，市場固有要因の3 種類に分類
した。

製品固有の需要促進要因はコンテンツの魅力，品質，消
費・保管の容易性，価格の4つに分けられる。コンテンツの
魅力とは，海賊版が持つ効用の大きさを指している。品質
の高さとはいわゆる音質や画質のことであり，商品のコンテ
ンツ・内容面以外の魅力を指す。消費・保管の容易性と
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は取得した商品に簡単にアクセスできるかどうかである。価
格とは海賊版が無料，もしくは無料に近いことを指す。

個人固有の需要促進要因は経済状況，セキュリティ意
識，海賊行為への態度の3つに分けられる。経済状況とは，
消費者が娯楽消費に関する予算の決定を左右する要素
のことを指す。セキュリティ意識とは違法なサービスに関連
する潜在的なセキュリティリスクに対する意識のことである。
海賊行為への態度とは，海賊行為をすることに対して個人
が感じる心理的な負担，いわゆる罪悪感の大きさのことであ
る。

市場固有の需要促進要因は入手容易性，懲罰リスクの
2つに分けられる。入手容易性とは海賊版の入手のしやす
さ，懲罰リスクとは法整備や制裁による懲罰の受けやすさで
ある。

2. 海賊行為の抑止策
海賊行為の抑止として有効だと考えられているのは，

海賊版の代替となる合法的なアクセス手段の提供であ
る（Liebowitz, 2006; Dootson, Johnston, Beatson & 
Lings, 2016）。合法的なアクセス手段の提供文化の普及
を制限することなく権利者に利益をもたらすため，従来の法
規制や制裁の厳罰化による抑止策よりも経済的，社会的に
意義がある。したがって，国内漫画市場でもこのような海賊

版抑止策の有効性が高いことが示唆される。

3. リサーチ・クエスチョン
先行研究から，日本の漫画業界において消費者の需要

を取り込んだ合法的サービスの存在は海賊行為抑止策と
しての有効性の高さが示唆された。しかし，現状の漫画業
界には様々な電子漫画サービスが存在し年々売上を伸ばし
ているにもかかわらず，消費者は依然として違法漫画サイト
の利用を続けており抑止効果は見られない。また，先行研
究からは「正規漫画サービスによる海賊版利用者の需要
カバー率が高いほど海賊版利用者は減る」という仮説が立
てられる。つまり，現状の電子漫画サービスでは海賊版利
用者の需要は満たせておらず，海賊行為の抑止には成功
していないと言える。この場合，次の2 点の問いが浮かぶ。
RQ1：日本の漫画市場に対する海賊版利用者の需要はど
のようなものか。
RQ2：現状の電子漫画サービスでは海賊版利用者のどの
ような需要を満たせていないのか。

この2つの問いが明らかになることで海賊行為の抑止と
して有効なビジネスモデルを示すことができるだろう。した
がって，本研究のリサーチ・クエスチョンは上記の2つであ
る。

デジタルパイラシーの需要促進要因 デジタル・パイラシーを促進する特性
製品固有要因

コンテンツの魅力 コンテンツが魅力的
品質 高品質
消費・保管の容易性 消費・保管が容易
価格 無料もしくは低価格

個人固有要因
経済状況 支払い能力が低い
セキュリティ意識 セキュリティ意識が低い
海賊行為への態度 海賊行為に対して罪悪感が小さい

市場固有要因
入手容易性 海賊版へのアクセスが容易
懲罰リスク 法整備や制裁の欠如

表—1　デジタル・パイラシーの需要促進要因

出典：Stryszowski & Scorpecci, 2009を元に筆者作成
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III. リサーチ・デザイン

本研究では日本の漫画業界における海賊版利用者の需
要の分析，海賊行為の抑止に着目した電子漫画サービス
の分析という，萌芽的トピックを扱うため，質的研究を用いて
いる。

まずRQ1を明らかにするため，スノーボールサンプリング
による半構造化インタビューを用いた質的研究を行う。ここ
では，Stryszowski & Scorpecci（2009）に基づく「デジ
タル・パイラシーの需要促進要因」を分析枠組みとして用
いる。これは同枠組みが，消費者が海賊版に惹かれる理由
を多面的に分析することに適しており，日本の漫画業界にお
ける海賊版需要の高さの原因分析にも有効であるためで
ある。本研究では1 人 30 分の半構造化インタビューを，21
歳から24 歳までの女性 10 名，男性 3 名の計 13 名に対して
実施した。インタビューでは合法・違法問わずどのようなサー
ビス・方法で漫画を読んでいるかとその理由を質問し，必
要に応じて追加の質問を行った。収集されたデータは分析
枠組みを用いたパターンマッチングにより分析された。インタ
ビューは13 人に行った時点で理論的飽和に達した。次に
RQ2を明らかにするため，現在主流となっている3つのビジ
ネスモデル（都度課金型，定期購読型，読み放題型）を反
映した3つの漫画サービス（LINEマンガ，少年ジャンプ+，
コミックシーモア）を対象に分析を行った。ここでの分析枠
組みは，インタビューで明らかになった海賊版利用者の需要
のうち，コンテンツの魅力，品質，消費・保管の容易性，価格，
入手容易性の5 点に関連する需要である。需要促進要因
のうち「経済状況」を省いた理由としては，金銭的負担を
感じることなく作品を享受したいという需要は「価格」に対
する需要と重なるからである。「セキュリティ意識」「海賊行
為への態度」「懲罰リスク」を省いた理由は，正規サービス
がそもそも合法であるという時点で，セキュリティリスクや罪
悪感を感じずに作品を読みたい，懲罰を受けたくない，とい
う需要は満たされるからである。

IV. 分析結果：デジタル・パイラシーの 
需要促進要因

「デジタル・パイラシーの需要促進要因」についてのパター
ンマッチングの結果，以下の分析結果が得られた。

1. 製品固有要因
製品固有要因に関しては，海賊版のコンテンツが魅力的

である，品質が高い，消費・保管が容易である，価格が無
料もしくは低いほど海賊行為が促進されることが明らかにな
り，分析枠組みで示された内容と全て一致した。分析では
さらに，これらの要因が国内漫画市場という文脈において，
具体的にどのような特徴を指すのかを明らかにした（表2）。

海賊版利用者が魅力に感じるコンテンツは，アニメ化・実
写化された話題作，出版社を問わず幅広いジャンルの作品，
オリジナル・独占配信作品，過去の作品を含む週刊誌・月
刊誌の掲載作品の4 点であった。現状の電子漫画の正規
サービスにおいてアニメ化・実写化された人気作品はマイ
ナー作品に比べて，試し読みできる話数が限られていたり，
定額制サービスでも取り扱いが無かったりする場合が多い。
このような場合，身近に海賊行為者が多いと認識している，
もしくは海賊版へのアクセスが容易だと認識している消費
者は海賊行為を行うことが多かった。またアニメ化・実写化
された人気作，幅広い出版社の作品，アプリオリジナル・独
占配信作品は海賊版利用者と海賊版非利用者の双方に
共通した需要であるのに対し，週刊誌・月刊誌の掲載作品
は海賊版利用者固有の需要であった。海賊版利用者は週
刊誌・月刊誌の連載を追っている割合が高く，「（週刊少年）
ジャンプ作品」など作品単位ではなく雑誌単位で作品を認
識している消費者が多い。したがって新連載，連載中，過
去連載など，自分が追っている漫画雑誌の連載作品全体
に魅力を感じていた。このような消費者は，興味はあるが買
う程の魅力をまだ感じない作品，一気に読みたい未読の長
期連載作品，ストーリーの途中でアニメが終わってしまった
作品などを海賊版で読んでいた。

品質に関しては高画質やページの抜け落ちなどの不備
が無いことが挙げられたが，電子漫画の品質の高さは正規
版・海賊版問わず現代では当たり前だと認識されているた
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め，需要としては弱いと言える。
消費・保管の容易性に関しては低い検索コストによる労

力的負担の軽減と，広告の排除・少ない待ち時間による時
間的負担の軽減に対する需要が見られた。価格に関して
は低ければ低いほど望ましく，未読作品に対しては無料で
読みたいという需要が見られた。しかし，海賊版利用者は
漫画読書習慣が根付いており漫画愛読者である傾向が強
く，現在読んでいる作品の続きなど，面白いとわかっている
作品には支払い意欲が高い。

製品固有要因を用いた分析から，海賊版利用者は「購
買までは至らないが，少し気になる未読作品を労力的・時
間的負担なく享受できること」に対する需要があることがわ
かる。

2. 個人固有要因
個人固有要因に関しては，分析枠組みと完全一致した項

目はなかった（表 3）。
経済状況に関しては，支払い能力と海賊行為の行いや

すさに関連が見られるのは，金銭面での自由が少ない小学
校から高校までの学生のみであった。また，消費者のセキュ
リティ意識の低さと海賊行為の行いやすさに関して関連は
見られず，むしろ海賊版利用者の方が現状のセキュリティ
意識が高い結果となり，海賊行為を行いリスクに晒されてい

ることを認識することでセキュリティ意識が高まることが考え
られる。海賊行為への態度に関しては，罪悪感を感じなが
らも海賊行為を続けている回答者が半数以上いたことか
ら，海賊行為への態度と海賊行為の行いやすさの関連は
弱いと言える。また，本研究では罪悪感を感じやすい消費
者の特徴として，過去に海賊行為を行った経験があるが今
は行っていない，作者への還元欲求が高い，規律性が高い，
定期的な漫画読書習慣・漫画に対する熱量が高い，という
4 点が明らかになった。

以上の分析から，海賊版利用者は「学生も使いやすく，
手頃に作品を享受できること」に対する需要があることがわ
かる。

3. 市場固有要因
市場固有要因に関しては，海賊版へのアクセスが容易で

あるほど海賊行為を行いやすいことがわかり，分析枠組み
と一致した（表 4）。また，海賊版利用者はリンクの保存や
ブックマーク機能を利用することで入手容易性を各自で高
めていることが新たに判明した。また，懲罰リスクと海賊行
為の行いやすさには関連が見られなかったが，回答者全員
が懲罰リスクは小さいと認識していた。また，海賊行為を合
法だと思う，もしくは合法性を考えたことのない消費者は海
賊行為を行いやすいことが明らかになった。

Stryzowski & Scorpecci（2009）
本研究によって明らかになった国内漫画市場における

海賊版利用者の潜在的需要デジタル・パイラシーの
需要促進要因

デジタル・パイラシーを
促進する特性

製品固有要因
コンテンツの魅力 コンテンツが魅力的 ・アニメ化・実写化された人気作品を読みたい

・特定の出版社に限らず幅広いジャンルの作品を読みたい
・オリジナル・独占配信作品を読みたい
・過去作品を含む週刊誌・月刊誌の掲載作品を読みたい

品質 高品質 ・高画質で作品を読みたい
・ページの抜け落ち等の不備なく作品を読みたい
＊正規版・海賊版問わず電子漫画の品質の高さは当たり前であると認識されている

消費・保管の容易性 消費・保管が容易 ・労力的負担（検索コスト）なく作品を読みたい
・時間的負担（広告，待ち時間）なく作品を読みたい

価格 無料もしくは低価格 ・未読の作品は無料で読みたい
＊現在途中まで読んでいる作品の続きなど，面白いとわかっている作品に対する支払
い意欲は高い

表—2　国内漫画市場における海賊版利用者の需要（製品固有需要）

出典：筆者作成
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市場固有要因を用いた分析から，漫画市場には「合法
かつ容易にアクセスできること」に対する需要があることが
わかった。

以上の分析結果から，日本の海賊版利用者には，「購買
までは至らないが，少し気になる未読作品を労力的・時間
的負担なく享受できること」「学生も使いやすく，手頃に作品
を享受できること」「合法かつ容易にアクセスできること」を
兼ね備えたサービス対する需要があることがわかった。以
上がRQ1 への本研究の回答である。

V. 考察

都度課金型，定期購読型，読み放題型のビジネスモデル
を採用するLINEマンガ，少年ジャンプ+，コミックシーモア
の比較事例分析と考察からRQ2 への回答を提示する。分
析枠組みであるコンテンツの魅力，品質，消費・保管の容
易性，価格，入手容易性の5 点について考察する。

1. コンテンツの魅力：総合型サービスはその取り扱い
作品の幅の広さや品数の多さから海賊版利用者の

Stryzowski & Scorpecci（2009）
本研究によって明らかになった国内漫画市場における

海賊版利用者の潜在的需要デジタル・パイラシーの
需要促進要因

デジタル・パイラシーを
促進する特性

個人固有要因
掲示状況 支払い能力が低い ・金銭的負担を感じず作品を読みたい

＊支払い能力と海賊行為の行いやすさに関連が見られるのは，金銭面での自由が少
ない小学校から高校までの学生のみ（先行研究の特性と一部不一致）

セキュリティ意識 セキュリティ意識が 
低い

・セキュリティリスクを感じずに作品を読みたい
＊海賊版利用者はリスクに晒されている認識があるため，セキュリティ意識はむしろ高
まる（先行研究の特性と不一致）

海賊行為への態度 海賊行為に対して 
罪悪感が小さい

・罪悪感を感じずに作品を読みたい
＊海賊行為への態度と海賊行為の行いやすさは関連が弱い（先行研究の特性と
不一致）
＊次の特性を持つ消費者は罪悪感を感じやすい：
1. 現在は利用していないが海賊版利用経験がある，2. 作者への還元欲求が高い，
3. 規律性が高い，4. 漫画の定期的な読書習慣がある

表—3　国内漫画市場における海賊版利用者の需要（個人固有需要）

出典：筆者作成

Stryzowski & Scorpecci（2009）
本研究によって明らかになった国内漫画市場における

海賊版利用者の潜在的需要デジタル・パイラシーの
需要促進要因

デジタル・パイラシーを
促進する特性

市場固有要因
入手容易性 海賊版へのアクセスが

容易
・サイトへ容易にアクセスしたい
＊海賊版利用者はリンクの保存等を行い入手容易性を高めている

懲罰リスク 法整備や制裁の欠如 ・罰を受けたくない
＊海賊行為を合法だと認識している，もしくは考えたことがない消費者ほど海賊行為
を行いやすい

出典：筆者作成

表—4　国内漫画市場における海賊版利用者の需要（市場固有需要）
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需要に応えられていると言える。しかし，版元型も出
版社によっては人気作の取り揃えが豊富であるため
海賊版利用者のコンテンツ需要に一部応えられて
いることが分かる。

2. 品質：現状のサービスは海賊版利用者の需要に応
えられている。

3. 消費・保管の容易性：定額読み放題型，定期購読
型，広告収益型，完全無料型が海賊版利用者の需
要と当てはまっている。定額読み放題型は定期的
に漫画を読む週間があり，かつ気になる程度の作品
であれば金銭的・時間的負担なく読みたいという
傾向にある海賊版利用者に適している。また，定期
購読型も，自分が読んでいる作品の続きに対して購
買意欲の高い海賊版利用者に適したサービスであ
る。広告収益型は待ち時間が数十秒で済むため時
間的負担は少ないが，実際には1日数回までと制限
が加えられていることが多く，無料で読むために24
時間待たなければならない「待てば無料」型の補
助的な役割にとどまっている。完全無料型は待ち時
間も費用もかからない消費者にとって理想的なサー
ビスだが，実際にはインディーズ作品などまだ人気の
低い作品にしか適用されていない。

4. 価格：価格に関しては，マイナー作品やインディーズ
作品は無料で享受できるサービスが多いが，人気
作は有料で提供されるケースがほとんどであるため，
海賊版利用者の需要は完全には満たせていないと
言える。

5. 入手容易性：海賊版に比べて優れており，海賊版
利用者の需要を満たしている。

以上の考察から，現状の正規漫画市場では，日本の海賊
版漫画利用者による一般的な需要の高い人気作を時間的
負担なく，かつ手頃に享受したいという消費と価格面にお
ける需要を満たせていないことがわかった。これが本研究
のRQ2 への回答である。このことから，海賊版利用者の需
要を正規サービスで満たすには人気作も取り揃えた総合型
漫画サービスによる定額読み放題型サービス，もしくは漫画
誌の定期購読と広告収益型の併用が有効であると言える。
漫画誌の定期購読は現状でも存在するが，定額読み放題

型サービスは人気作の取り揃えに乏しく，広告収益型を採
用するサービスは少ないという現状があり，海賊版利用者
の取込みには不十分なのである。

VI. 結論

研究の理論的インプリケーションとして以下の3 点が挙げ
られる。第一に，これまで研究の少なかった，国内漫画業
界における海賊行為に対するビジネス面からのアプローチ
方法について学術的に示した。第二に，「デジタル・パイラ
シーの需要促進要因」は地域・業界などの文脈に依存す
ることを明らかにした。Stryzowski & Scorpecci（2009）
による研究では一般的なデジタル・パイラシー需要を促進
する要因が示されたが，本研究では日本の漫画業界という
特定の地域・業界においては必ずしもそれらの要因が当て
はまらないことがわかった。第三に，本研究は海賊版対策と
しての定額読み放題型サービスの可能性を示したTanaka

（2020）の研究を裏付けた。
本研究の実践的インプリケーションは以下の4 点である。

第一に，海賊版利用者は熱心な漫画読者であるため，定
額制サービスの活用や広告収益型によって幅広い作品へ
のアクセスを安価で提供することで，新たな読者を獲得し販
路を拡大することができる可能性が高い。第二に，海賊版
利用者は幅広いジャンルの作品に興味を持っているため，
総合型が海賊版利用者の需要に即している。第三に，現
状の漫画サービスにおいて主流である「待てば無料」シス
テムは，時間的負担に敏感な海賊版利用者には適してい
ない。第四に，正規漫画サービスは学生層にも使いやすい
サービスを設計する必要がある。
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